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臨床研究情報公開文書 （東海中央病院で実施する医学系研究） 

 

                          2025年 3月 7日作成 

研究課題名 不登校・不登校傾向患者の身体症状と登校状態の変化-不登校素因・持続要因の分

析と医療・心理的介入の意義について 

研究の対象・ 

期間 

研究の実施期間：承認日～令和 9 年 1 月 31 日 

診療記録の調査対象期間：平成 28 年 4 月 2 日～令和 7 年 4 月 1 日 

研究の目的 文部科学省の報告では不登校児童生徒数は年々増加しており、2023 年度は過去

最高を記録しました。当院へも、文部科学省が定義している不登校の基準を満た

してはいない例も含めて、体調不良や朝起きられないといった身体症状で登校が

難しい、治療に反応しない体調不良が続いて休みがち、早退遅刻が多い、教室が

こわくて入れないといった通常登校が困難であることを理由に、年間で 100 人を

超えるこどもたちが通院しています。その原因や持続要因は多種多様で、個々の

背景にあわせて臨床心理士の介入や、学校や行政との連携など小児科医の診療以

外の対応も行ったところ、通院を契機に身体症状の改善や登校形態の改善を多く

の子どもたちで確認することができました。そこで、2023年 4月から 2025年 4月

の 2年間に通院した不登校・不登校傾向の 18才以下の小中学生、高校生の背景、

原因、持続要因を後方視的に分析し、医療・心理的介入の意義を検討し、不登校・

不登校傾向児の減少につなげる方策を提案したいと考えます。 

利用・提供する

情報の項目 

① 受診経路 

② 性別 

③ 初診年月日 

④ 学年（初診時、終診時） 

⑤ 登校状況（登校場所・登校頻度）、（初診時、通院後） 

⑥ 身体症状（初診時、通院後） 

⑦ 登校困難となった要因・持続要因 

⑧ 臨床心理士介入の有無 

⑨ 通院期間、受診回数 

⑩ 転帰 

情報の利用方

法・個人情報の

取り扱い 

個人情報の取扱いに関して、「人を対象とする医学系研究に関する倫理指針」、「個

人情報の保護に関する法律」及び適用される法令、条例等を遵守し、調査により

得られた情報を取扱う際は、研究対象者の秘密保護に十分配慮します。自施

設外に個人を識別することができる情報の持ち出しは行いません。本研究で

得られた情報等は電子カルテ内のフォルダ内に個人情報を削除し、匿名化さ

れた情報として保存し、フォルダにはパスワードをかけて保管します。 

本研究結果が公表される場合にも、研究対象者個人を特定できる情報を含ま

ないこととします。また、本研究の目的以外に、本研究で得られた情報を利

用する場合には、研究代表者が所属する機関において利用の可否について倫
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理審議します。 

結果の公表に

ついて 

小児科、小児心身症に関連した学会、学会誌で報告する予定です 

利用する研究

機関の範囲 

公立学校共済組合 東海中央病院 

 

責任者 研究責任医師：小児科 上野たまき 

問い合わせ先 公立学校共済組合 東海中央病院 

担当者：池田 千加子 

e-maik：ikechika@tokaihp.jp 

 

もし、研究や情報の提供に同意をいただけない場合には、お手数ですが問い合わせ先までご連絡くださ

い。 

なお、同意の有無が今後の治療などに影響することはございません。 

 

 


